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私たちは「糖鎖病理学」の

研究をしています。

テーマ 1:  糖鎖病理学（種々の疾患における硫酸化糖鎖の機能解明）（小林 , 星野）

テーマ 2: 感染症の新規診断法とオートプシーイメージング（法木）
感染症の新規診断法とオートプシーイメージングに関して，研究を行っています。感染症の
新規診断法として，白癬に対して，新しく作製したモノクローナル抗体を用いたイムノクロ
マトグラフィー法による簡易診断法を開発しました。また，感染症の PET イメージング剤の
開発に関して，候補となる化合物を見出して合成し，動物感染モデルでの PET 画像化を行っ
ています。また，ご遺体の CT，MRI を撮影する Ai に関して，その病理像と画像との対比検
討や死因の一致率などの検討を行っています。

 

最近発表した論文
Noriki S, Lino S, Kinoshita K, Fukazawa Y, Inai K, Sakai T, Kimura H.  Pathological analysis of cadavers for educational
dissection by using postmortem imaging.  Pathol Int. 69(10): 580-600. 2019.
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血流中のリンパ球は，リンパ節や扁桃といった二次リンパ組織に集まり，そこからリンパ管
を介して再び血流中に出ていくという再循環を繰り返しています。この現象は多段階の分子
相互作用によって精密に制御されていますが，その最初のステップはリンパ球表面に発現し
ている糖鎖結合タンパク質である Lセレクチンと，高内皮細静脈内腔面に発現している硫酸
化シアリルルイス X糖鎖との相互作用によって，惹起されます。私たちはこれまでに，各種
慢性炎症性疾患で高内皮細静脈様の血管が誘導されており，その血管内腔面に発現する硫酸
化シアリルルイス X糖鎖がこれらの疾患の病態形成，及び活動度に関与していることを報告
してきました。また，種々の癌における糖鎖の発現意義についても研究を行っています。

 


